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近
代
日
蓮
主
義
と
生
命
論

前
川　

健
一

１　

は
じ
め
に

　

戸
田
城
聖
「
生
命
論
」
は
『
大
白
蓮
華
』
創
刊
号
（
１
９
４
９

年
７
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
後
創
価
学
会
の
思

想
的
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
以
後
、
創

価
学
会
教
学
は
生
命
論
を
大
き
な
軸
の
一
つ
と
し
て
今
日
に
い

た
っ
て
い
る
。

　
「
生
命
論
」
は
、
生
命
が
三
世
永
遠
で
あ
り
、
そ
の
生
命
と
は

凡
夫
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
に
他
な
ら
な
い
と
説
く
。「
大
聖

人
は
名
字
即
の
凡
夫
位
に
お
い
て
、
本
有
の
生
命
、
常
住
の
仏

を
説
き
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
凡
夫
の
わ
れ
わ
れ
の
す

が
た
自
体
が
無
始
本
有
の
す
が
た
で
あ
る
」
（
１
）
　
。
ま
た
、
宇
宙
そ
の

も
の
も
生
命
で
あ
り
、
死
後
の
生
命
は
宇
宙
の
生
命
に
溶
け
込

む
と
し
て
い
る
　
（
２
）。

　

こ
の
よ
う
な
仏
教
と
生
命
論
と
の
結
び
付
け
そ
の
も
の
は
、

必
ず
し
も
戸
田
の
独
創
で
は
な
い
。
戦
前
の
日
蓮
主
義
に
お
い

て
も
、
生
命
論
は
さ
か
ん
に
鼓
吹
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同

じ
生
命
と
い
う
語
を
用
い
て
い
て
も
、
日
蓮
主
義
と
戸
田
と
の

間
に
は
看
過
し
得
な
い
差
異
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
日
蓮
主
義

の
生
命
論
と
の
比
較
を
通
じ
て
戸
田
生
命
論
の
特
徴
を
明
ら
か
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に
し
て
み
た
い
。

２　

山
川
智
応

　

管
見
の
限
り
、
日
蓮
主
義
者
で
最
初
に
生
命
論
を
受
容
し
た

の
は
山
川
智
応（
１
８
７
９
〜
１
９
５
６
年
）で
あ
る
。
山
川
は『
日

蓮
主
義
と
現
在
将
来
』（
東
京
・
新
潮
社
、１
９
１
７
年
）
の
中
で
「
生

命
の
四
大
属
性
（
宇
宙
は
一
大
生
命
な
り
）」
の
章
を
立
て
、
次
の

よ
う
に
論
じ
て
い
る
　
（
３
）。「
生
命
の
絶
待
性
を
究
極
ま
で
拡
充
し
、

そ
こ
に
円
満
に
全
宇
宙
を
純
精
神
的
大
観
に
同
化
し
了
り
、
全

宇
宙
の
絶
待
的
生
命
を
以
て
自
己
の
全
生
命
と
し
、
自
己
即
宇

宙
、
宇
宙
即
自
己
の
境
地
を
体
験
し
一
念
三
千
を
実
現
し
た
る

大
人
格
、
そ
の
経
験
を
以
て
一
切
人
類
の
生
命
を
開
顕
し
た
る

大
人
格
が
仏
陀
で
あ
る
。
仏
陀
は
究
極
点
に
お
い
て
全
宇
宙
の

真
生
命
と
同
一
視
せ
ら
れ
る
。（
中
略
）法
華
経
の
如
来
寿
量
品
は
、

こ
の
宇
宙
生
命
の
絶
待
的
本
体
と
し
て
の
一
大
本
仏
を
説
き
顕

は
さ
れ
た
」（
１
７
４
〜
５
頁
）。
ま
た
、
こ
の
宇
宙
生
命
＝
本
仏

と
い
う
立
場
か
ら
、
三
大
秘
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て

い
る
。

　
　

本
門
本
尊
＝
宇
宙
生
命
の
精
神
的
（
象
徴
的
）
表
現

　
　

本
門
題
目
＝
宇
宙
生
命
の
個
的
表
現

　
　

本
門
戒
壇
＝
宇
宙
生
命
の
社
会
的
表
現

　

山
川
は
「
絶
待
性
」
を
「
霊
的
拡
大
」（
１
６
５
頁
）
と
も
表

現
し
て
い
る
が
、
要
す
る
に
、
全
て
を
包
摂
・
同
化
す
る
宇
宙

生
命
を
本
質
と
す
る
も
の
が
本
仏
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一

方
、「
衆
生
の
生
命
は
ま
た
宇
宙
生
命
の
応
現
で
あ
る
」（
１
７
５

頁
）。
個
人
の
個
的
生
命
は
、
本
仏
を
信
ず
る
こ
と
で
、「
釈
尊
の

仏
子
と
な
り
、（
中
略
）
釈
尊
と
一
と
な
り
、
釈
尊
と
一
な
る
妙

法
と
一
と
な
る
」（
１
７
５
〜
６
頁
）。
山
川
は
「
即
身
成
仏
と
は

個
的
生
命
即
絶
待
的
生
命
な
り
と
い
ふ
意
だ
」（
１
７
８
頁
）
と

述
べ
て
い
る
が
、
衆
生
の
側
か
ら
言
え
ば
、
宇
宙
生
命
た
る
本

仏
へ
の
一
体
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

山
川
は
「
其
が
詳
細
は
他
日
大
に
世
に
問
は
む
と
欲
す
る
所

の
も
の
た
り
」（「
例
言
」、
目
次
１
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
何
故

か
山
川
自
身
は
こ
の
後
「
詳
細
」
を
発
表
し
て
は
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
日
蓮
主
義
的
生
命
論
の
骨
格
は
山
川
の

議
論
に
尽
き
て
い
る
と
も
言
え
、
そ
の
先
駆
的
役
割
は
大
き
い

と
思
わ
れ
る
　
（
４
）。
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３　

里
見
岸
雄

　

山
川
が
素
描
を
示
し
た
日
蓮
主
義
的
生
命
論
を
受
け
継
い
だ

の
が
、
里
見
岸
雄
（
１
８
９
７
〜
１
９
７
４
年
）
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
里
見
は
山
川
に
言
及
し
な
い
の
で
、
両
者
の
議
論
に
直
接

つ
な
が
り
が
あ
る
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
基
本
的
な
論

点
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
彼
の
場
合
、「
生
命
」
概
念
に
若
干
の
変
遷
が
あ
る

よ
う
に
見
え
る（５
）。『
法
華
経
の
研
究
』（
東
京
・
平
楽
寺
書
店
、
１
９

２
４
年
）
で
里
見
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
仏
と
は
何
で

あ
る
か
、
そ
れ
は
生
命
現
象
の
最
も
純
粋
な
る
も
の
、
最
高
の

理
想
を
あ
ら
は
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
一
切
の
個
的
生
命
が
、

そ
の
生
命
完
成
の
標
準
と
す
る
典
型
的
人
格
の
儀
表
者
に
外
な

ら
な
い
。（
中
略
）
本
仏
と
は
何
か
、
そ
れ
は
実
に
一
切
の
個
的

生
命
に
普
遍
し
つ
ゝ
然
も
そ
の
根
源
を
為
す
生
命
の
絶
対
的
本

質
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
全
体
と
し
て
の
宇
宙
生
命
の
人
格
的

呼
称
に
外
な
ら
ぬ
」（
３
５
６
頁
）。
こ
の
段
階
の
里
見
に
特
徴
的

な
の
は
、
引
用
に
も
あ
る
よ
う
に
本
仏
の
人
格
性
を
強
調
す
る

点
で
あ
り
、「
人
類
の
悉
く
が
、
釈
迦
牟
尼
仏
を
人
格
完
成
の
絶

対
境
と
し
最
高
標
準
と
し
て
、
是
に
同
化
せ
ら
る
べ
き
」（
５
６

７
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
信
仰
生
活
を
「
生

命
完
成
運
動
」（
５
７
４
頁
）と
も
称
し
て
い
る
。「
生
命
人
格
」（
５

６
６
頁
）
と
い
う
語
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
「
生
命
」

は
人
格
と
同
一
視
さ
れ
る
個
的
生
命
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、『
吼
え
ろ
日
蓮
』（
東
京
・
春
秋
社
、１
９
３
１
年
。『
日

蓮
は
甦
る
』〈
京
都
・
国
体
科
学
社
、
１
９
２
９
年
〉
の
改
題
版
）
で
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
本
仏
と
は
生
命
体
系
な
り
と
看
破
し
て

こ
そ
、
そ
れ
が
草
に
な
ら
う
と
、
木
に
な
ら
う
と
、
す
こ
し
も

不
思
議
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
」（
１
２
０
頁
）「
本
仏
と
は
元
来
、

生
命
の
表
現
語
で
あ
つ
て
、
そ
の
生
命
は
総
じ
て
無
始
無
終
の

実
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
発
現
の
最
低
の
段
階
は
、
植
物
、
動

物
等
で
あ
り
、
そ
れ
の
一
層
高
度
の
段
階
は
人
類
で
あ
る
」（
１

２
７
頁
）「
本
仏
と
い
ふ
事
は
、
こ
れ
を
機
械
的
自
然
観
に
約
せ

ば
一
切
の
生
命
体
系
で
あ
り
、
こ
れ
を
法
則
的
理
念
に
約
せ
ば

生
命
現
象
の
法
則
の
表
現
と
し
て
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
こ

れ
を
目
的
的
人
格
観
に
約
せ
ば
吾
等
の
意
識
的
把
握
と
そ
れ
の

化
他
的
実
践
で
あ
り
、
而
し
て
こ
れ
を
道
徳
的
宗
教
観
に
約
す
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る
時
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
り
、
又
日
蓮
で
あ
る
と
い
ふ
事
に

な
る
」（
１
２
９
頁
）。
つ
ま
り
、
個
的
生
命
よ
り
も
、
そ
の
背
後

に
あ
る
「
生
命
体
系
」
に
重
心
が
移
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ

れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
何
故
起
こ
っ
た
の
か
、
研
究
の

余
地
が
あ
る
が
（
６
）
　、
と
も
あ
れ
、
里
見
の
生
命
論
が
結
果
と
し
て

山
川
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
地
点
に
落
ち
着
い
た
こ
と
は
認
め

ら
れ
よ
う
。

　

里
見
の
生
命
論
の
影
響
は
様
々
な
点
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
里
見
の
実
父
で
あ
る
田
中
智
学
も
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
久
遠
実
成
の
法
門
が
明
か
さ
れ
、
常
住
の
大
生
命

が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
れ
を
、
本
仏
と
い
う
。
す
な
わ
ち
仏
の
真

の
本
体
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
す
な
わ
ち
絶
対
の

実
在
で
あ
り
、
宇
宙
の
大
生
命
な
の
で
あ
る
」（
１
９
３
２
年
の
講

演
「
本
化
の
信
」。
田
中
智
学
『
日
蓮
主
義
の
信
仰
』、
東
京
・
真
世
界
社
、

１
９
６
５
年
、
83
頁
）。
ま
た
、
満
洲
事
変
の
首
謀
者
で
あ
る
石
原

莞
爾
が
、
里
見
岸
雄
の
影
響
を
受
け
て
、
宇
宙
生
命
論
を
支
持

し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
松
岡
幹
夫
『
日
蓮
仏
教
の
社

会
思
想
的
展
開
』、
東
京
・
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
０
５
年
、
１
２
４

〜
５
頁
、
１
３
５
〜
６
頁
）。

　

し
か
も
、
こ
う
し
た
生
命
論
的
言
説
の
影
響
は
、
国
柱
会
系

の
日
蓮
主
義
者
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
一
例
と
し
て
、

堀
米
泰
栄
（
日
淳
）
の
場
合
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
堀
米
は
、
１
９

２
２
年
の
論
文
「
信
じ
得
ぬ
人
々
へ
」
で
、
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。「
久
遠
の
生
命
を
直
観
し
た
る
者
に
し
て
初
め
て
分
段

変
易
の
生
死
を
超
越
す
る
を
得
、
如
々
の
本
仏
の
世
界
を
直
達

正
観
し
た
る
者
が
初
め
て
人
間
苦
を
脱
し
得
る
の
で
あ
る
」（『
日

淳
上
人
全
集
』
巻
下
、
東
京
・
日
蓮
正
宗
仏
書
刊
行
会
、
１
９
６
０
年
、

６
９
１
頁
）「
人
間
本
来
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
と
開
悟
し
た
る

時
は
豈
に
生
き
ん
と
努
力
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
」（
同

上
６
９
２
頁
）「
芸
術
、
科
学
、
倫
理
の
背
後
に
横
た
は
る
生
命
こ

そ
宗
教
の
本
体
で
あ
る
」（
同
上
６
９
４
頁
）。
直
接
的
な
表
現
で

は
な
い
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
生
命
」
は
本
仏
や
真

如
と
い
っ
た
仏
教
的
概
念
に
極
め
て
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
７
）。

　

４　

小
林
一
郎

　

こ
こ
で
は
、
戸
田
と
直
接
関
わ
り
の
あ
る
人
物
と
し
て
小
林

一
郎
（
１
８
７
６
年
〜
１
９
４
４
年
）
を
検
討
し
て
お
き
た
い
（
も

ち
ろ
ん
、
堀
米
も
深
い
関
わ
り
が
あ
る
が
）。
小
林
は
、
哲
学
者
・
文
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学
研
究
者
で
あ
り
、
東
京
帝
国
大
学
講
師
・
日
蓮
宗
大
学
林
（
立

正
大
学
）
教
授
・
中
央
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。
ま
た
、
彼

は
在
家
団
体
「
法
華
会
」
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
在
家
の
日
蓮

信
仰
者
で
あ
っ
た
。「
法
華
会
」
は
、
田
中
智
学
の
国
柱
会
な
ど

の
よ
う
な
国
粋
主
義
的
傾
向
と
は
一
線
を
画
し
、
知
識
人
を
中

心
と
し
た
穏
健
な
日
蓮
信
仰
を
推
進
す
る
団
体
で
あ
る
。
彼
の

『
法
華
経
大
講
座
』（
１
９
３
５
年
〜
１
９
３
６
年
）
は
平
凡
社
か
ら

出
版
さ
れ
た
が
、
同
社
の
社
運
を
賭
け
た
事
業
と
言
わ
れ
、
大

成
功
を
収
め
た
（
８
）。
彼
の
法
華
経
講
義
は
、
も
と
も
と
口
述
筆
記

を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
に
か
く
平
易
で
あ
る
。

教
理
的
な
概
念
も
出
て
く
る
が
、
か
な
り
噛
み
砕
い
た
説
明
が

な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
今
日
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

仏
教
以
外
の
話
題
も
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
、
全
体
と
し
て
は
教

養
主
義
的
色
彩
が
強
い
と
言
え
よ
う
。
戸
田
と
の
比
較
の
た
め
、

「
寿
命
品
」
の
「
我
此
土
安
穏　

天
人
常
充
満
」
云
々
の
箇
所
の

講
義
を
一
例
と
し
て
引
用
し
て
お
こ
う
。

『
我
が
此
の
土
』
と
い
ふ
の
は
、
自
分
が
居
る
こ
の
土
地
と

い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
仏
の
眼
か
ら
見
た
世
の
中
、
仏
の

お
心
で
考
へ
て
い
ら
つ
し
や
る
世
の
中
、
そ
れ
が
『
我
が

此
の
土
』で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）仏
様
の
お
考
へ
に
依
れ
ば
、

人
間
の
心
が
皆
浄
ら
か
に
な
つ
て
し
ま
へ
ば
、
世
の
中
が

洵ま
こ
とに
平
穏
に
な
つ
て
、
そ
の
周
囲
の
境
界
が
ド
ン
ナ
ニ
変

つ
て
も
、
如
何
な
る
事
情
の
下
に
あ
つ
て
も
、
そ
ん
な
も

の
に
動
か
さ
れ
た
り
、
心
に
煩
ひ
を
受
け
る
や
う
な
も
の

で
は
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
こ
れ
は
心
の

浄
く
な
つ
た
者
の
世
界
を
言
ふ
の
で
す
（
巻
７
‐
２
４
７
頁

〜
８
頁
）。

　

後
述
す
る
戸
田
の
思
想
と
の
関
連
で
興
味
深
い
の
は
、
小
林

が
「
天
地
万
有
を
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
」『
理
』
を
「
生
命
（
い

の
ち
）」
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
大
き
な
生
命
を
吾
々
は
仏
様
と
い
ふ
言
葉
で
言
ひ
現

し
ま
す
が
、
決
し
て
そ
の
仏
様
を
吾
々
と
懸
離
れ
た
も
の

と
思
ふ
の
で
は
な
い
。
無
論
限
り
あ
る
吾
々
の
毎
日
の
生

活
よ
り
は
モ
ッ
と
以
上
の
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か

し
そ
の
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
吾
々
か
ら

離
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
吾
々
が
皆
其
の
大
き
な

力
に
包
ま
れ
、
其
の
大
き
な
力
に
衛
ら
れ
て
存
在
し
て
居
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る
と
思
ふ
の
で
す
（
巻
７
‐
83
頁
〜
84
頁
）。

さ
ら
に
、
小
林
は
、
こ
の
「
大
き
な
生
命
」
を
本
仏
と
も
呼
ん

で
い
る
。
小
林
の
場
合
も
、「
吾
々
」は
あ
く
ま
で「
大
き
な
生
命
」

で
あ
る
本
仏
に
包
容
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、「
吾
々
」
自
身
が
「
生

命
」
で
あ
る
と
い
う
点
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
戸
田

の
独
自
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

５　

戸
田
城
聖
の
法
華
経
講
義

　

戸
田
の
法
華
経
講
義
は
、
出
獄
後
、
１
９
４
６
年
１
月
か
ら

開
始
さ
れ
、
１
９
５
１
年
５
月
３
日
に
戸
田
が
創
価
学
会
会
長

に
就
任
し
て
か
ら
は
、
教
学
部
一
級
講
義
と
し
て
方
便
品
・
寿

量
品
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
講
義
は
公
開
で
行
わ
れ
、
会
場
の

外
に
ま
で
聴
衆
が
あ
ふ
れ
た
と
言
う
。
講
義
の
記
録
は
、
創
価

学
会
の
機
関
誌
『
大
白
蓮
華
』
60
〜
65
号
、
同
68
〜
73
号
に
掲

載
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
『
方
便
品
寿
量
品
精
解
』
と
し
て
１

９
５
８
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

戸
田
は
中
央
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
が
、
在
学
中
に
小
林
か

ら
倫
理
学
や
哲
学
を
学
ん
で
お
り
、
小
林
の
法
華
経
講
義
も
読

ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（９
）。
し
か
し
、
戸
田
は
小
林
の
講
義

に
つ
い
て
「
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
儒
教
の
学
説
な
の
で
す
。
仏

と
い
う
も
の
が
成
り
立
っ
て
い
な
い
の
で
す
（
10
）」

と
批
判
し
て
い

る
。「
儒
教
の
学
説
」
と
い
う
の
は
、
小
林
の
教
養
主
義
的
解
釈

へ
の
批
判
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
戸
田
自
身
が
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、「
仏
」
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う
点
に
両
者

の
最
大
の
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
問
題
に
入
る
前
に
、

ま
ず
一
般
的
に
戸
田
の
講
義
の
特
徴
を
見
て
お
き
た
い
。

　

単
行
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、『
大
白
蓮
華
』
の
連
載
で

は
、
随
所
に
「（
笑
）」
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス

が
、
戸
田
の
法
華
経
講
義
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
は
単

に
面
白
お
か
し
く
言
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
庶
民
の
生
活
に

肉
薄
す
る
時
、
お
の
ず
と
ユ
ー
モ
ア
が
こ
ぼ
れ
出
る
の
で
あ
る
。

対
照
の
た
め
、
先
の
小
林
の
講
義
と
同
じ
箇
所
へ
の
講
義
を
引

用
し
て
お
こ
う
。

我
此
土
安
穏
、
御
本
尊
様
の
あ
る
あ
な
た
方
の
家
は
我
此

土
安
穏
な
ん
で
す
。
安
穏
で
な
き
や
な
ら
な
い
の
で
す
。

大
火
所
焼
時
じ
や
な
い
の
で
す
。
そ
う
し
て
天
人
常
充
満
、

天
界
の
よ
う
な
人
、
静
か
な
人
間
、
そ
の
人
た
ち
が
絶
え

ず
充
満
し
て
な
き
や
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
反
対
だ
と
い
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う
と
大
変
で
す
よ
。
カ
カ
ア
は
フ
ク
れ
て
る
し
、
オ
ヤ
ジ

は
怒
つ
て
る
し
、
子
供
は
泣
い
て
る
。
た
ま
に
人
が
入
つ

て
く
る
と
借
金
取
り
ば
か
り
だ
。
さ
つ
ぱ
り
天
人
常
充
満

じ
や
な
い
で
し
よ
（『
大
白
蓮
華
』
65
号
、16
頁
〜
17
頁
。『
全
集
』

第
５
巻
〈
１
９
８
５
年
・
２
月
〉
４
２
０
頁
）。

　

先
に
引
用
し
た
小
林
の
講
義
が
、
仏
の
目
か
ら
見
た
清
浄
な

世
界
と
し
て
「
我
此
土
安
穏
」
を
解
釈
す
る
の
に
対
し
て
、
戸

田
の
解
釈
で
は
、
こ
の
経
文
は
我
々
衆
生
（
凡
夫
）
の
生
活
そ
の

も
の
な
の
で
あ
る
。

　

戸
田
の
講
義
の
特
色
は
、「
文
底
読
み
」
と
称
す
る
独
自
の
読

み
方
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
法
華
経
を
日
蓮
の
行
動
や

思
想
そ
の
も
の
の
表
現
と
し
て
読
み
直
す
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮

宗
系
の
法
華
経
注
釈
書
で
は
、
法
華
経
を
日
蓮
の
意
図
に
添
っ

て
解
釈
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
『
法
華

文
句
』
な
ど
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
解
釈
を
加
え
て
い

く
も
の
で
あ
る
。
戸
田
が
依
拠
し
て
い
る
日
蓮
正
宗
の
教
学
体

系
で
も
、
そ
の
点
は
大
き
く
は
違
わ
な
い
。
し
か
し
、
戸
田
が

行
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
解
釈
と
あ
る
意
味
で
は
レ
ベ
ル

を
異
に
し
て
い
る
。
法
華
経
そ
れ
自
体
を
直
接
的
に
日
蓮
の
思

想
の
表
現
と
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
は
先
の
引
用
に
も

見
え
る
よ
う
に
、
信
仰
者
自
身
の
生
活
の
表
現
と
し
て
解
釈
し

て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
戸
田
の
獄
中
で
の
悟
達
が
深

く
影
響
し
て
い
る
。

　

戸
田
は
自
ら
の
体
験
に
つ
い
て
、
小
説
『
人
間
革
命
』
の
中

で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
11
）。

「
仏
と
は
生
命
な
ん
だ
！
」

巌
さ
ん
（
戸
田
を
モ
デ
ル
と
す
る
作
中
人
物
）
が
机
の
前
で
叫

ん
だ
時
、
凍
っ
た
海
底
の
よ
う
に
、
寒
さ
を
湛
え
て
シ
ン
！

と
な
っ
て
い
た
部
屋
に
、
強
く
両
手
を
打
合
わ
せ
た
音
が

ぱ
あ
ん
！　

と
響
い
た
。

「
仏
と
は
、
生
命
の
表
現
な
ん
だ
！　

外
に
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
自
分
の
命
に
あ
る
も
の
だ
！　

い
や
、
外
に
も
あ

る
！　

そ
れ
は
宇
宙
生
命
の
一
実
体
な
ん
だ
！
」（
戸
田
『
小

説　

人
間
革
命
』
下
巻
、
１
９
７
２
年
、
東
京
・
聖
教
新
聞
社
〈
聖

教
文
庫
〉、
２
３
８
頁
）

　

戸
田
が
獄
中
で
悟
っ
た
生
命
論
の
立
場
で
は
、
仏
と
は
個
々

の
人
間
に
内
在
す
る
生
命
に
他
な
ら
な
い
（
12
）。

こ
れ
は
、
小
林
一

郎
を
は
じ
め
と
す
る
日
蓮
主
義
者
の
生
命
論
と
は
、
似
て
い
る
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よ
う
で
い
て
、大
き
く
異
な
る
。
日
蓮
主
義
者
た
ち
に
お
い
て
は
、

仏
は
衆
生
を
包
摂
す
る
宇
宙
生
命
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
戸
田
の
場
合
、
仏
は
個
々
人
の
生
命
そ
の
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
外
在
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
が
宇
宙
生
命
な
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、本
仏
で
あ
る
日
蓮
を
表
現
す
る
法
華
経
は
、

同
時
に
吾
々
個
々
の
こ
と
を
説
い
た
経
典
に
他
な
ら
な
い
と
解

さ
れ
る
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
蓮
自
身
の
言
説
（
13
）

や
、『
御
義
口
伝（14
）』

な
ど
に
も
散
見
さ
れ
る
思
想
で
は
あ
る
が
、
そ
の
点
を
、
生
命

論
を
媒
介
に
し
て
明
確
化
し
た
と
こ
ろ
に
戸
田
の
法
華
経
講
義

の
最
大
の
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
に
救
っ
て
も
ら
う
衆
生

と
い
う
受
け
身
の
姿
勢
か
ら
転
換
し
て
、
衆
生
自
身
を
仏
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
民
衆
の
主
体
性
を
強

調
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
、
戸
田
の
講
義
が
、
多
く
の

庶
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
秘
密
が
あ
り
、
法
華
経
解
釈
史
の
上
で

独
自
の
地
位
を
占
め
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

む
す
び

　

日
蓮
主
義
者
た
ち
と
戸
田
城
聖
は
「
仏
＝
生
命
」
論
と
い
う

共
通
性
を
有
し
て
い
る
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
相
違
は
か
な
り

大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
淵
源
は
、「
仏
＝
生
命
」
と
い
う

場
合
の
、
重
点
の
置
き
方
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
戦
前
の
日
蓮

主
義
者
が
、「
仏
＝
生
命
」
と
い
う
場
合
、
そ
の
「
生
命
」
と
は

本
仏
と
し
て
の
宇
宙
生
命
で
あ
り
、「
生
命
」
が
個
々
人
に
内
在

す
る
こ
と
に
は
必
ず
し
も
力
点
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
戸
田
の
場
合
、「
生
命
」
と
は
何
よ
り
も
個
々
人

の
生
命
で
あ
り
、
個
々
人
が
「
仏
」
で
あ
る
こ
と
に
力
点
が
置

か
れ
て
い
た
。

　

社
会
思
想
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
日
蓮
主
義
者
ら
の
「
本
仏

＝
生
命
」
論
は
、
包
括
的
な
宇
宙
生
命
を
中
心
と
す
る
点
で
、

全
体
主
義
的
な
社
会
観
に
親
和
性
が
高
く
、
事
実
、
彼
ら
の
多

く
が
熱
烈
な
国
家
主
義
者
で
あ
っ
た
（
15
）。

そ
れ
に
対
し
て
、
個
々

人
の
生
命
に
力
点
を
置
く
戸
田
の
生
命
論
は
、
主
権
在
民
を
掲

げ
る
戦
後
体
制
に
即
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
戦
前

の
日
蓮
主
義
者
に
「
宗
教
的
信
念
か
ら
人
間
の
生
存
を
第
一
に

尊
重
す
る
と
い
う
思
想
性
（
16
）」

が
見
出
せ
な
い
の
に
対
し
て
、
戸

田
が
「
わ
れ
わ
れ
世
界
の
民
衆
は
、
生
存
の
権
利
を
も
っ
て
お

り
ま
す
（
17
）

」
と
宣
言
し
た
の
は
、
両
者
の
生
命
論
の
構
図
そ
の
も
の

に
起
因
す
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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近代日蓮主義と生命論

（
本
稿
は
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
で
の
発
表
「
近
代
日
本
に

お
け
る
法
華
経
解
釈
」
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
）。

注（
１
）『
戸
田
城
聖
全
集
（
以
下
、
全
集
）』
第
３
巻
（
東
京
・
聖
教
新

聞
社
、
１
９
８
３
年
）
14
頁
。

（
２
）
な
お
、
い
わ
ゆ
る
「
獄
中
の
悟
達
」
に
つ
い
て
は
、「
私
は
ひ

じ
ょ
う
に
不
思
議
な
こ
と
に
つ
き
あ
た
り
、
い
ま
だ
か
つ
て
、

は
か
り
知
り
え
な
か
っ
た
境
地
が
眼
前
に
展
開
し
た
」（
全
集

３
巻
７
頁
）
と
言
う
に
止
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
ち
な
み
に
四
大
属
性
と
は
、
持
続
性
・
拡
大
性
・
自
主
性
・
絶

待
性
。
こ
の
四
大
属
性
は
、
生
存
慾
・
生
殖
慾
・
自
由
慾
・
同

化
慾
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
。

（
４
）
山
川
著
『
我
等
の
真
の
永
生
』（
東
京
・
天
業
民
報
社
・
１
９

２
３
年
）
に
も
同
様
の
生
命
論
が
展
開
さ
れ
る
が
、
短
篇
で
あ

り
、「
詳
細
」
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
も
そ
も
山
川
が
何
故
生

命
論
に
関
心
を
持
っ
た
の
か
も
、
今
の
と
こ
ろ
未
群
で
あ
る
。

（
５
）
里
見
が
、
最
初
に
生
命
論
を
説
い
た
の
は
『
日
蓮
上
人
聖
典
の

新
解
釈
』（
東
京
・
天
業
民
報
社
、
１
９
２
０
年
）
で
あ
る
よ

う
だ
が
、筆
者
未
見
。
最
初
の
著
作（
早
稲
田
大
学
の
卒
業
論
文
）

で
あ
る
『
日
蓮
主
義
の
新
研
究
』（
東
京
・
国
柱
産
業
書
籍
部
、

１
９
１
９
年
）
に
は
生
命
論
的
解
釈
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
６
）
一
つ
に
は
留
学
経
験
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
堀
米
も
里
見
と
同
じ
く
早
稲
田
大
学
に
学
ん
で
い
る
が
、
影
響

関
係
が
あ
る
か
は
未
詳
。

（
８
）
小
林
の
生
涯
・
業
績
に
つ
い
て
は
、『
法
華
経
大
講
座
（
新
版
）』

巻
十
二
（
東
京
・
日
新
出
版
、
１
９
６
５
年
）
所
収
「
小
林
一

郎
先
生
の
思
い
出
」
参
照
。
な
お
、
以
下
、『
法
華
経
大
講
座
』

か
ら
の
引
用
は
、
平
凡
社
刊
の
初
版
本
に
よ
る
。

（
９
）「
私
は
中
大
で
、
小
林
先
生
に
倫
理
学
や
哲
学
を
習
っ
た
も
の

で
す
か
ら
、
先
生
の
講
義
録
を
非
難
す
る
と
い
う
の
は
、
弟
子

が
師
匠
を
非
難
す
る
の
で
い
け
な
い
の
で
す
。
だ
が
私
は
、
講

義
録
は
ず
い
ぶ
ん
読
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
だ
め

で
す
」（
戸
田
『
質
問
会
集
』、東
京
・
創
価
学
会
、１
９
６
３
年
、

１
７
２
頁
。『
全
集
』
第
２
巻
〈
１
９
８
２
年
〉
２
０
０
頁
）

（
10
）
戸
田
前
掲
１
７
２
頁

（
11
）
こ
の
「
悟
達
」
は
、『
無
量
義
経
』
の
中
の
「
其
身
（
＝
仏
身
）

非
有
亦
非
無　

非
因
非
縁
非
自
他
」
云
々
と
い
う
偈
に
基
づ
い

て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
小
林
を
は
じ
め
と
す
る
日
蓮
主
義
者

た
ち
は
、『
法
華
経
』「
寿
量
品
」
の
本
仏
論
を
中
心
と
し
て
生

命
論
を
展
開
し
て
お
り
、
戸
田
の
生
命
論
が
彼
ら
と
は
独
立
に

構
想
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
言
え
る
。

（
12
）
以
下
の
よ
う
な
発
言
は
、
戸
田
が
生
命
と
い
う
言
葉
を
使
う
場

合
の
力
点
の
所
在
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。「
一
人
ひ
と
り

の
生
命
の
な
か
に
は
、
御
本
尊
が
お
ら
れ
る
。（
中
略
）
信
じ

て
も
信
じ
な
く
て
も
、
御
本
尊
は
は
い
っ
て
い
る
」「
い
っ
さ

い
を
動
か
す
も
の
が
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
当
体
に
あ
る
と
、

日
蓮
大
聖
人
様
は
お
説
き
な
さ
れ
た
。
そ
の
動
か
す
力
が
、
わ
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れ
わ
れ
の
生
命
に
あ
る
。
そ
れ
を
開
く
の
で
あ
る
」（
１
９
５

３
年
の
講
演
「
未
来
の
幸
福
の
た
め
に
」、『
全
集
』
第
４
巻
、

１
９
８
４
年
、
70
頁
）

（
13
）
た
と
え
ば
、「
妙
覚
の
釈
尊
は
我
等
が
血
肉
な
り
因
果
の
功
徳

は
骨
髄
に
非
ず
や
」（『
観
心
本
尊
抄
』、
日
蓮
大
聖
人
御
書
全

集
２
４
６
頁
）、「
八
万
四
千
の
法
蔵
は
我
身
一
身
の
日
記
文
書

な
り
」（『
三
世
諸
仏
総
勘
文
教
相
廃
立
』、御
書
全
集
５
６
３
頁
）

（
14
）
た
と
え
ば
、「
今
日
蓮
等
の
類
い
の
意
は
惣
じ
て
は
如
来
と
は

一
切
衆
生
な
り
別
し
て
は
日
蓮
の
弟
子
檀
那
な
り
」（
御
書
全

集
７
５
２
頁
）

（
15
）
小
林
一
郎
は
、田
中
ら
国
柱
会
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
が
、『
皇

国
精
神
講
座
』（
１
９
４
１
年
〜
１
９
４
３
年
）
と
い
っ
た
著

作
も
あ
る
。

（
16
）
松
岡
前
掲
書
３
１
３
頁
。

（
17
）
１
９
５
７
年
の
講
演
「
原
水
爆
使
用
者
は
死
刑
に
（
原
水
爆
禁

止
宣
言
）」、『
全
集
』
第
４
巻
、
５
６
６
頁
。

（
ま
え
が
わ　

け
ん
い
ち
／
東
洋
哲
学
研
究
所
研
究
員
）


